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人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
一
部
に
は
自
治
が

ま
ま
な
ら
な
い
自
治
体
が
生
じ
か
ね
な
い
現
状

で
、
本
町
は
幸
い
に
も
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
福
祉
予
算
で
あ
る
民
生
費
は
20
年

前
と
比
較
し
て
２・３
倍
に
な
り
、予
算
総
額
に

占
め
る
民
生
費
と
衛
生
費
の
割
合
は
50
・
４
％

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
如
何
に
自
治
体
を
維

持
・
運
営
す
る
か
真
摯
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
議
員
が
何
を
思
い
、
ど
の
よ
う
な
将
来

の
大
山
崎
町
を
創
造
し
て
い
る
か
を
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。大

山
崎
町
議
会
議
長　

北
村　
吉
史

― 

こ
れ
か
ら
の
　

　
　
　 

ま
ち
づ
く
り 

―

特
集

私
は
考
え
る
、

「
○
○
○
○
○
」
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

○
○
○
○
○
す
べ
き
で
あ
る
。

＊
○
○
○
○
〇
の
部
分
を

　
議
員
が
各
自
の
責
任
に
よ
り
執
筆
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会

人
口
減
少
社
会
とと

大
山
崎
町
の

大
山
崎
町
の
将
来
将
来
を
考
え
る

を
考
え
る

朝子　直美

辻　真理子

「子どもや女性の意見を反映させること」

「小さな自治体の強みを発揮すること」

「住み続けられる大山崎町の為に円団対策」

「全世代型の社会保障の中身を充実させること」

　子どもの権利やジェンダー平等を求める
気運が、若い世代を中心に高まっている。子
育て世代が増えている町として、積極的な
取り組みが必要である。たとえば「子ども
意見箱」「子ども会議」など子どもの意見を
聞く仕組みをつくる。町審議会委員などの
女性割合を高めるため、その障壁を明確に
しひとつひとつ解決していく。気軽にまち
づくりについて話せる「まちづくり井戸端
会議（仮）」を頻繁に行う。

　今、町は人口が増え、出生率も高い自治
体です。しかし子育て世代では賃金格差、
学びの格差、体験格差等、格差が広がって
いる中、世代間でも「子育て世代」か「高齢
者世代」どちらに支援の重きをおくかと議
論されることが多い。だからこそ、一番身
近な大山崎町が誰でも「困っている。」「し
んどい。」に具体的に支援することが必要
と考える。そして、程よく繋がりあう町民
同士の「やりたい」を実現できるまちづく
り。

　円明寺が丘団地は築50年を超え、４Ｆ建
ては、エレベーター未設置や配管の老朽化
の課題がある。したがってバリアフリーを
行いつつ長寿命化を図るのか、建替えるの
か検討が必要で、国や府と連携しながら、町
行政の積極的支援が求められる。テラスハ
ウスは、空き家による管理不行き届きなど
の課題があり、住宅リフォーム助成制度の
創設など、新たな開発でなく今ある住宅を
活用すれば、町の魅力の一つである自然を
残す事ができる。

　未婚の方が結婚しやすい、希望する人は
結婚ができやすいような取組みも、チャン
スを作る取組みもこれから大事になるだろ
うと思っています。高齢者の方の認知症、
これは基本法ができましたけれども施策を
どうするか、基本計画を閣議で今年中に定
めるということになっております。これを
もっと詳細に磨きをかけて町で実行できる
ような内容にしていきたいと思います。

堀内　古比呂

小畑　孝信
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井上　治夫 徳本　修司

井上　博明 島　一嘉

「年をとってもいつまでも住み続けられること」 「誰もが安心して住み続けられるまちづくり」

「大山崎町の住民の満足度を高めること」 「インフラ整備　中でも道路と水路の整備」

「当町域の抜本的な現状の諸問題全開公表」 「将来の人口減少対策にはインフラ整備」

「サステナブル（持続可能）な　まちづくり」

　年をとって仕事をしなくなり収入も年金
だけになると、時間があっても楽しい暮ら
しはできない。そのためには、①公共交通
の整備が大切。免許証がなくても出かけや
すい町、出かけることで健康になる。②交
流の場が大切。公民館や長寿苑機能が入る
複合施設を行きたくなるような施設にする。
③収入が減っても暮らせることが大切。医
療や介護が安く利用できること、水道料金
値下げなど住民のくらし応援をすすめる必
要がある。

　１、DX導入により町職員の業務軽減と
女性管理職の登用等、町職員の働き方改革。
２、ふるさと納税見直しやネーミングライ
ツ等の導入と人口増加により町税を増収。
３、水道事業広域化により水道事業サービ
スの向上と老朽化した水道管のインフラ整
備。４、老朽化した円明寺ヶ丘公社４階建
ての耐震化や建替えの推進。５、子育て支
援の更なる充実。６、公共交通以外での公
民連携により町内移動手段の推進。

　世代、居住地区等により求める施策は住
民それぞれ異なります。その中で優先順位
を決め多くの住民の理解と納得を得る施策
を立案すべきです。それには立案段階で目
的を明確にする、エビデンスに基づいて十
分に検討する事、何より実施後の検証が必
要です。残念ながら大山崎町では実施出来
ているとは言えません。【子育て支援】【遅れ
ているインフラ整備】【災害対策】等が求め
られており、議会議員として町行政に提言
して参ります。

　まちづくりには道路と雨水排水という項
目が基本である、今まで大山崎町では民間
開発頼りになっている。これでは地域の連
携が出来ず後からの整備は困難である。宅
地造成する前に今できる買収などによる拡
幅を含めた町道整備。さらに雨水排水の技
術は進歩しており道路部分のパイプを活用
した水路バイパス化により水路対策も検討
できる。このような道路と水路の整備を計
画的に実施すべきである。

　①全町民を護る基本は財源の安定と運用
姿勢②誰もが高齢へ引退所得減・納税減・経
費増③高齢化納税減対策は新世代の当町へ
の誘致。④令和元年から四年迄50戸～100
戸の分譲⑤令和五年で町内の分譲数激減へ。
建設地枯渇⑥独立自治体としてあり得ない
狭小で不効率⑦令和八年度・その次・税収
減カバー案無策⑧特に町域の空間が用途変
更で既に枯渇の態⑨資産家の町域外への転
出⑩全町民の為に早期に長岡京市大山崎区
へ

　将来当町も人口減と高齢化が進むと予想
され、現状の社会生活（活力）を維持発展さ
せる為には大胆な施策が必要である。それ
には建物の建ぺい率・容積率・高さ制限の
緩和を行い団地等の居住空間広げる。また
高齢者や障がいのある方々への配慮（全公
共施設で専用駐車場増設・エレベーター新
設）や子育て施策の充実（民間力を利用）・駅
前再開発や道路整備等インフラの充実を行
い内外に示す事で定住人口増加への戦略と
する。

　財政見通しが厳しいのでソフト面を充実　
①様々ものをデジタル化する。大山崎町を
データで全て把握する。②町内会・地域団
体・地域企業とともに共創する。③自分の
能力を積極的に提供してくれる住民や文化
芸術を活用した新たなカルチャー経済圏の
創出④大山崎町がプラットフォームになり、
多様な価値観を取り込むことで、サスティ
ナブルでイノベーションが起きやすい大山
崎町にする。

波多野　庇砂 西田　光宏

議
長
　
北
村
　
吉
史

山中　一成

― 

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り 

―

特
集

　
人
口
減
少
社
会
で
は
自
治
体
運
営
は
、
今
後
益
々
厳
し
く
な
る
こ
と
が

容
易
に
予
想
さ
れ
る
中
、ま
た
物
価
高
騰
な
ど
現
在
の
社
会
情
勢
の
中
、議

会
は
如
何
に
し
て
住
民
の
負
託
に
答
え
る
か
、
如
何
に
し
て
持
続
可
能
な

形
で
自
治
体
を
運
営
し
て
い
く
の
か
、
議
会
と
し
て
自
治
体
へ
の
監
視
・

チ
ェ
ッ
ク
・
提
言
機
能
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ご
理
解
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　６月４日から６月21日までの18日間にわたり、町長から提出された13件
の議案を審議しました。
　また、１件の請願と２件の陳情を審議しました。

６月議会あらまし
（令和６年第２回定例会）

季刊議会

○修正案①を提出した議員（７人）
　井上博明　小畑孝信　徳本修司　波多野庇砂
　西田光宏　山中一成　島　一嘉

○修正案②を提出した議員（４人）
　井上博明　小畑孝信　徳本修司　波多野庇砂

反
　
対

賛
　
成

4  対  7

○修正議決した部分を除く原案（町長からの提案）は　　全員賛成により可決

 ②修正案の内容
町道の交通安全施設
整備工事費用（2,800
万円）を削除。

 ①修正案の内容
町長から提案され
た給料の減額（月額
10％、１か月）の期
間を３か月に延長。

①特別職（町長）の給与を
減額するための条例改正

②一般会計補正予算

６月議会に提出された請願と陳情

ケア労働者の持続的な賃上げと人員確保の保障を国に求める意見書
提出に関する請願書

請願
採 択採 択

 

「議会と町民の懇談会」の早期実施を求める陳情書継続審査継続審査
 

陳情

委員会等会議録のインターネット公開を求める陳情書採 択採 択
 

陳情

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

議決結果は
こちらから

会議録は
こちらから

修正可決した案件

○修正案は　　賛成多数により可決

①②ともに

①②ともに

フィリピン共和国ラグナ州ファミー市長等の来訪に関する決議案議会の意思表明

○　　賛成多数により可決
反
　
対

賛
　
成4  対  7

○（提出した議員）　山中一成
　（賛成者となった議員）　島　一嘉　波多野庇砂　小畑孝信　井上博明　徳本修司　西田光宏

決議の内容はこちらから

開会� ９/２（月）��10：00

全員協議会� ９/５（木）�13：30
議会改革特別委員会� ９/５（木）�上記終了後

一般質問� ９/ ９（月）・10（火）�10：00

複合施設特別委員会� ９/11（水）�10：00
総務産業常任委員会� ９/11（水）�13：30
建設上下水道文教厚生常任委員会� ９/12（木）�10：00
予算決算常任委員会� ９/12（木）�13：30
� ９/13（金）・９/17（火）～９/19（木）�10：00
広報常任委員会� ９/24（火）�13：30

閉会� ９/25（水）�10：00

日程詳細

－請願・陳情の提出期限－

定例会開会日の翌日 17：00

提出の方法

令和６年第３回定例会日程
９月

議会日程

大山崎町教育委員会教育長

南
みなみ
　顕
けん
融
ゆう
　さん

大山崎町教育委員会委員

堀
ほった
田　守

もりと
人　さん

大山崎町公平委員会委員

惠
えしま
嶋　繁

しげお
雄　さん

小
こいずみ
泉　昇

しょうへい
平　さん

上
うえだ
田　憲

けんじ
治　さん

この街に
のこ人 任命と選任に同意しました。

よろしくお願いします
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一
般
質
問

他の質問：水道の災害対策２水源の確保と料金引き下げ

s　
　
中
長
期
財
政
計
画
は
、ど
の
よ
う
な

経
過
で
作
ら
れ
ま
し
た
か
。
計
画
は
目
標

数
値
で
す
か
、
財
政
見
通
し
で
す
か
。

　
　
中
長
期
財
政
計
画
は
、
京
都
府
が
実

施
す
る
財
政
状
況
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
資
料
で
、

決
算
見
込
み
と
向
こ
う
４
年
間
の
計
画
額

を
示
す
も
の
で
す
。
現
在
示
し
て
い
る
計

画
は
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
検
討
す

る
た
め
の
判
断
材
料
で
す
。

　
　
近
年
の
財
政
計
画
と
実
際
の
決
算
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
今
の
財
政
状
況
は
５
年
前
と
比
べ
る

と
、実
質
公
債
費
比
率
が
６・５
か
ら
３・

７
に
低
下
。
将
来
負
担
比
率
は
58
・
２
か

ら
マ
イ
ナ
ス
の
数
値
と
な
り
、
財
政
は
大

き
く
改
善
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
主

財
源
で
あ
る
基
金
残
高
は
、
５
年
前
と
比

較
す
る
と
約
17
億
円
増
え
て
約
23
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
決
算
見
込
み

で
は
約
27
億
円
で
す
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

中長期財政計画は目指す目標か 町：そうならないように検討する判断材料

町財政指標は京都府下トップクラス

町の財政指標（府下25自治体）

財政力指数 京都府４位

実質公債費比率 京都府７位

将来負担比率 京都府１位

経常収支比率 京都府６位

（令和4年度決算に基づく）

町：厳しい財政を踏まえて実施を考える

他の質問：町の内水氾濫問題・山小教室の雨漏り問題
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
今
後
当
町

で
も
将
来
の
推
計
人
口
は
減
少
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
高
齢
者
と
い
わ
れ
る

65
歳
を
超
え
る
方
々
の
活
躍
に
期
待
を
す

る
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
高
齢
者
施
策
の
現
状
と
課
題
を
問
う
。

　
　
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
高
齢

者
の
運
動
教
室
を
企
画
し
て
い
る
。
町
財

政
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
社
会
保
障
関

連
費
の
増
嵩
に
つ
い
て
は
そ
の
厳
し
さ
を

踏
ま
え
た
上
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ケ
ア
ラ
ー
問
題
の
中
で
も
、
特
に
子

ど
も
の
負
担
が
大
き
い
と
さ
れ
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
つ
い
て
の
現
状
と
対
策

を
問
う
。

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
場
合
は
デ
リ

ケ
ー
ト
な
家
庭
問
題
が
含
ま
れ
、
表
面
化

し
難
く
実
態
把
握
が
困
難
だ
。
町
は
既
存

の
取
り
組
み
の
中
で
相
談
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
児
相
や
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
情

報
を
共
有
し
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

高齢者施策とケアラー支援問題

共に支え合うまちづくり

このページは、本会議の一般質問をもとに、議員が各自の責任により執筆しています。

　正式記録は、次の方法でご覧ください。（次回定例会の開会日頃からご覧いただけます。）
　　○冊子で閲覧（閲覧場所：�役場１階ロビー・役場３階情報公開窓口・役場４階議会図書室・�

中央公民館図書室・長寿苑）
　　○町ホームページから会議録検索システムで閲覧（こちらから→）

 

 
　
　
住
民
か
ら
町
へ
の
道
路
改
修
要
望
を

数
多
く
聞
く
、
住
民
は
緊
急
な
修
繕
は
感

謝
し
て
い
る
が
、
進
ん
で
い
な
い
道
路
を

予
算
の
順
番
待
ち
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の

住
民
に
対
し
要
望
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

　
　
応
急
的
な
修
繕
は
す
み
や
か
に
実
施

し
て
い
る
。
住
民
に
対
し
て
要
望
が
あ
れ

ば
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
修
繕
の
中
に

は
国
の
交
付
金
を
有
効
活
用
す
る
都
市
防

災
事
業
と
し
て
、
道
路
側
溝
の
暗
渠
に
あ

わ
せ
た
整
備
や
歩
道
の
カ
ラ
ー
塗
装
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
住
民
か
ら
様
々
な
声
を
聞
く
中
で
、

自
分
の
要
望
が
ど
う
な
っ
た
の
か
不
安
に

思
わ
れ
る
方
が
多
い
。
す
ぐ
に
で
き
な

か
っ
た
要
望
箇
所
を
一
元
管
理
し
そ
れ
を

公
表
し
、
住
民
に
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す

る
手
法
を
取
り
組
ま
な
い
か
。

　
　
主
旨
は
理
解
し
ま
し
た
。
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

町内道路改修と住民要望の管理は 町：一元管理を検討します

６月定例会では、６月11日、12日の２日間にわたり、９人の議員が町政に関して質問しました。

９
ここが�聞きたい！

人が 町政を問う。

一 般 質 問

　
　
①
抵
抗
勢
力
打
破　
顔
写
真
看
板
を

実
家
に
設
置　
〇
町
長
本
人
の
議
会
対
応

は
ど
う
で
も
い
い
形
。
②
町
財
政
の
各
指

標
の
状
況　
実
態
と
町
長
公
約
と
思
い
付

き
施
策
の
乖
離
・
違
和
感
と
は
、
町
民
負

担
増
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
将
来
の
町
財

政
圧
迫
と
な
る
。
③
前
川
共
産
町
長
の
公

約
は
、
十
四
歳
迄
の
給
食
無
償
と
は
、
全

町
民
の
負
担
が
実
質
で
あ
る
が
説
明
せ
ず
。

　
　
①
自
分
自
身
を
鼓
舞
す
る
も
の
。
②

基
金
貯
金
を
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
財
源
確

保
継
続
で
、
毎
年
経
費
が
発
生
で
毎
年
財

源
確
保
が
課
題
と
な
る
。
一
方
国
の
施
策

を
待
つ
べ
き
意
見
も
あ
る
。
③
前
川
共
産

町
政
の
給
食
無
償
は
、全
町
民
の
負
担
。説

明
責
任
を
課
す
べ
き
に
つ
い
て
。
教
育
長

か
ら
答
弁
。
教
育
長
答
弁
・
様
々
な
意
見

を
踏
ま
え
研
究
。

ＱＱＡＡ

前川町長の政治姿勢について  

北村　吉史 議長

町：改修計画は持ち合わせていない

他の質問：JR山崎駅開業150周年記念事業について
　
　
「
天
王
山
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
つ
く

る
会
」
の
寄
付
金
は
バ
イ
オ
ト
イ
レ
設
置

の
た
め
の
特
定
寄
付
金
と
し
て
受
取
っ
た

も
の
で
は
な
い
と
過
去
に
答
弁
さ
れ
た
。

よ
っ
て
観
光
ト
イ
レ
の
改
修
に
活
用
出
来

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
寄
付
団
体
の
思
い
を
充
分
尊
重
し
た

い
。
他
に
活
用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　
尊
重
す
る
と
言
う
の
な
ら
、
寄
付
を

受
け
付
け
る
ま
で
に
な
ぜ
バ
イ
オ
ト
イ
レ

設
置
の
為
の
態
勢
を
整
え
な
か
っ
た
の
か
。

天
王
山
は
風
致
地
区
、
京
都
府
の
承
認
が

必
要
で
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
も
決
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
。
今
な
お
、
運
搬
設
置
、
電

気
設
備
工
事
、
設
置
後
の
管
理
運
営
費
用

等
が
正
確
に
コ
ス
ト
計
算
出
来
て
い
な
い
。

寄
付
か
ら
も
う
４
年
に
な
る
。
行
政
側
の

受
け
入
れ
態
勢
が
出
来
て
か
ら
寄
付
を
受

け
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

　
　
コ
ス
ト
計
算
等
議
会
に
提
示
し
て
理

解
を
得
た
い
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

観光トイレの現状について

井
いの

上
うえ

 博
ひろ

明
あき
議員

西
にし

田
だ

 光
てる

宏
ひろ
議員

町道一号線の拡幅はいつ

山崎聖天桜の広場観光トイレ中学校給食

島
しま

 一
かず

嘉
よし
議員

波
は

多
た

野
の

 庇
ひ さ ご

砂議員

井
いの

上
うえ

 治
はる

夫
お
議員
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【
特
集
】こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

６
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は

【
特
集
】こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

表
決
の
結
果（
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
）

【
特
集
】こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

一
般
質
問

他の質問：公共交通整備、子ども医療費完全無料の実施
　
　

婚
姻
届
け
の
「
婚
姻
後
の
夫
婦
の

氏
」
の
欄
に
つ
い
て
「
夫
」
を
選
択
す
る

記
載
例
と
な
っ
て
い
る
。
見
直
し
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

　
　
本
町
の
記
載
例
は
、
夫
の
氏
を
選
択

す
る
届
出
人
が
多
い
現
状
を
踏
ま
え
て
の

も
の
と
考
え
る
。
一
方
、
こ
こ
に
「
無
意

識
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
」
が
あ
る
の

で
は
と
の
観
点
か
ら
、
見
直
し
を
実
施
し

た
自
治
体
が
あ
る
こ
と
も
聞
き
及
ん
で
い

る
。
こ
う
し
た
例
は
他
の
届
け
出
や
申
請

に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
る
。
全
庁
的
に
多

様
な
事
例
を
共
有
し
計
画
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
　
同
性
カ
ッ
プ
ル
か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
、

住
民
票
の
続
柄
に
つ
い
て
、
事
実
婚
の
異

性
カ
ッ
プ
ル
と
同
様
「
夫
／
妻（
未
届
）」

と
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
こ
う
し
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

総
務
省
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
関
係

課
と
も
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

ジェンダー平等のまちにむけて 町：男女共同参画計画を推進していきたい

町：屋上防水工事の見積りを進めている

他の質問：小学校給水機、体育館エアコン設置について
　
　
大
山
崎
町
学
校
施
設
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
。
大
山
崎
小
学
校
で
は
今
年
度
も

雨
漏
り
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
一
時
的
な
補
修
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
今
後

の
対
策
を
問
う
。

　
　
一
部
の
屋
上
防
水
工
事
は
実
施
し
て

い
る
が
、
現
在
特
に
北
校
舎
の
複
数
個
所

で
雨
漏
り
が
発
生
し
て
い
る
。
屋
上
防
止

工
事
に
向
け
た
見
積
も
り
等
進
め
、
早
期

に
補
正
予
算
の
提
案
を
考
え
て
い
る
。

　
　
近
年
児
童
生
徒
数
が
予
測
よ
り
増
加

し
て
い
る
。
大
山
崎
小
学
校
、
第
２
大
山

崎
小
学
校
、
そ
し
て
大
山
崎
中
学
校
の
教

室
が
不
足
す
る
と
考
え
る
が
、
改
築
や
改

修
整
備
等
の
計
画
や
対
策
を
問
う
。

　
　
令
和
６
年
度
小
学
１
学
年
は
昨
年
度

か
ら
２
ク
ラ
ス
増
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

５
年
間
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
し
、
特
別

教
室
を
普
通
教
室
に
転
用
す
る
こ
と
を
予

定
し
ク
ラ
ス
数
の
増
加
に
対
応
す
る
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

大山崎小学校雨漏り対策について

子ども達に安全安心の学びの場を

町：憂慮している

他の質問：町長の組織運営について
　
　
今
後
予
定
し
て
い
る
大
型
ハ
ー
ド
事

業
の
内
容
と
概
算
金
額
、
そ
の
財
源
を
問

う
。

　
　
保
育
所
３
園
の
長
寿
命
化
改
修
10
年

間
で
約
６
億
円
、
小
学
校
の
長
寿
命
化
改

修
が
10
年
間
で
約
25
億
円
、
町
体
育
館
の

保
全
計
画
で
は
10
年
間
で
約
２
億
３
千
万

円
、
道
路
は
４
年
間
で
約
１
億
６
千
万
円
、

橋
梁
は
10
年
間
で
約
１
億
２
千
万
円
、
複

合
施
設
総
事
業
費
が
24
億
円
、
埋
蔵
文
化

財
収
蔵
庫
が
現
在
、
設
計
業
務
を
進
め
て

い
る
。

　
　
そ
の
他
の
老
朽
化
公
共
施
設
の
維
持

管
理
、
更
新
費
用
の
見
込
み
を
問
う
。

　
　
老
朽
化
公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
更

新
費
用
は
、
約
40
年
間
で
約
３
６
９
億
９
，

０
０
０
万
円
と
な
り
、
年
間
平
均
は
約
９

億
２
，
０
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
将
来
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
率

直
に
申
し
上
げ
て
憂
慮
し
て
い
る
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡＱＱＡＡ

財政について

大山崎町議会本会議場ジェンダーの視点で日常を見直そう

町：持続的発展が可能な町づくりを進める

他の質問：みやびヒルズの通学路対策について
　
　
夕
張
市
の
破
綻
を
契
機
に
議
論
が
加

速
し
、
財
政
健
全
化
法
が
定
め
ら
れ
、
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
指

標
で
財
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
に
な
っ
た

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　
議
員
認
識
の
と
お
り
、
早
期
健
全
化

や
再
生
の
た
め
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」

と
い
う
４
指
標
が
具
体
化
さ
れ
た
。
本
町

は
現
状
、
健
全
化
判
断
比
率
の
４
指
標
い

ず
れ
も
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
性

が
保
た
れ
て
い
る
。

　
　
さ
ら
な
る
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
こ
の
間
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

助
成
制
度
拡
充
、
保
育
所
待
機
児
ゼ
ロ
の

継
続
、
自
校
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食
の

開
始
、両
小
学
校
の
給
食
棟
改
修
な
ど
、子

育
て
し
や
す
い
環
境
の
醸
成
に
努
め
て
き

た
。
若
年
層
を
中
心
に
人
口
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
の
機
に
、
さ
ら
に
支
援
を
充
実
さ

せ
た
い
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

町の将来ビジョンについて問う

町の財政状況は健全に推移している

山
やま

中
なか

 一
いっ

成
せい
議員

辻
つじ

 真
ま

理
り

子
こ
議員

堀
ほり

内
うち

 古
こ

比
ひ

呂
ろ
議員

朝
あさ

子
こ

 直
なお

美
み
議員

政務活動費（議員の活動費）の使途を公表
○政務活動費は、議員の調査研究等の活動のために必要な経費として、町から交付されます。
○議員一人あたり月額5,000円が、所属する会派へ交付されます。

政務活動費の使途は毎年公表しています。 過去の使途は、こちらから

○令和５年度政務活動費の支出状況  （令和5年4月～令和6年3月）

（単位：円）

会派名
大山崎
クラブ

日本共産党
議員団

安心 公明党
是々非々の
会

保守・本流・
のぞみ

れんごう
大山崎

合　計

会派人数 ４（３）人 ４人 １人 １人 １人 １人 １人 12人

当年度交付額 220,000 240,000 20,000 60,000 60,000 60,000 60,000 720,000

経
費

調査研究費 16,940 3,020 19,960

研修費 50,110 8,665 58,775

広報・広聴費 150,894 7,018 60,000 56,980 274,892

要請陳情等活動費 ０

会議費 ０

資料作成費 ０

資料購入費 38,562 38,562

事務費 ０

人件費 ０

合　計 ０ 239,566 7,018 25,605 60,000 60,000 ０ 392,189

返還額 220,000 434 12,982 34,395 ０ ０ 60,000 327,811

※大山崎クラブは、令和５年11月まで４人。安心は、令和５年12月から交付。
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番
号

議
案
名

議
決

結
果

議
長

日
本
共
産
党
議
員
団

大
山
崎
ク
ラ
ブ

安
心

公
明
党

是
々
非
々
の
会
保
守・
本
流・

の
ぞ
み

れ
ん
ご
う

大
山
崎

北
村
�吉
史

朝
子
�直
美

辻
�真
理
子

井
上
�治
夫

堀
内
�古
比
呂

山
中
�一
成

西
田
�光
宏

島
�一
嘉

小
畑
�孝
信

井
上
�博
明

波
多
野
�庇
砂

徳
本
�修
司

第
37
号

議
案

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

※
�可
決
し
た
修
正
案
の
部
分
を
除
く

原
案
の
賛
否

修
正

可
決

※ 議 長 は 、 議 員 と し て 表 決 に 加 わ り ま せ ん 。 　 

（ 可 否 が 同 数 の 場 合 は 、 議 長 が 裁 決 し ま す 。 ）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

議
員
提
出

議
案
�

第
2号

第
37
号
議
案
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

者
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
対
す
る
修
正
動
議

※
議
員
が
提
出
し
た
修
正
案

可
決

×
原

案
○

討
論

×
×

×
○

○
原

案
×

討
論

○
○

討
論

○
○

討
論

○
原

案
×

討
論

第
39
号

議
案

令
和
６
年
度
大
山
崎
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

※
�可
決
し
た
修
正
案
の
部
分
を
除
く

原
案
の
賛
否

修
正

可
決

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

議
員
提
出

議
案
�

第
3号

第
39
号
議
案
　
令
和
６
年
度
大
山
崎

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に

対
す
る
修
正
動
議

※
議
員
が
提
出
し
た
修
正
案

可
決

×
×

原
案

○
討

論
×

×
○

○
原

案
×

討
論

○
討

論
○

○
○

原
案

×
討

論
○

第
40
号

議
案

令
和
６
年
度
大
山
崎
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

原
案

可
決

×
×

×
×

討
論

○
○

○
討

論
○

○
○

○

第
44
号

議
案

大
山
崎
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
に
つ
い
て

同
意

○
○

○
○

留
保

 
×

討
論

留
保

 
×

討
論

○
○

○
討

論
留

保
 

×
討

論
○

請
願

第
1号

ケ
ア
労
働
者
の
持
続
的
な
賃
上
げ
と

人
員
確
保
の
保
障
を
国
に
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

採
択

○
○

○
討

論
○

×
討

論
×

討
論

○
×

×
×

討
論

○

陳
情

第
4号

委
員
会
等
会
議
録
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
開
を
求
め
る
陳
情
書

採
択

○
○

○
○

討
論

×
討

論
×

○
○

○
討

論
×

討
論

○

決
議
案

第
1号

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
ラ
グ
ナ
州
フ
ァ

ミ
ー
市
長
等
の
来
訪
に
関
す
る
決
議
案

原
案

可
決

×
討

論
×

×
×

○
○

○
○

討
論

○
○

○

※
留

保
は

、
賛

成
・

反
対

を
表

明
せ

ず
、

議
場

か
ら

退
席（

採
決

に
加

わ
っ

て
い

ま
せ

ん
。）

令
和

６
年

第
２

回
定

例
会

　
表

決
の

結
果（

賛
否

が
分

か
れ

た
案

件
）
※
○
は
賛
成
　
×
は
反
対
　
を
表
し
て
い
ま
す
。※
討
論
は
、賛
成
も
し
く
は
反
対
の
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
表
決

　
議

員
が

各
自

の
賛

成
、

反
対

の
意

思
表

示
を

す
る

こ
と

。
●
討
論

　
会

議（
本

会
議

）で
の

表
決

の
前

に
、

議
題

と
な

っ
て

い
る

案
件

に
対

し
て

、
賛

成
か

反
対

か
の

自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

こ
と

。
　

な
お

、自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

だ
け

で
は

な
く

、意
見

の
異

な
る

議
員

を
自

分
の

意
見

に
賛

同
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
目

的
が

あ
り

ま
す

。

【
発
行

】大
山

崎
町

議
会

 
【
編
集

】広
報

常
任

委
員

会
　

山
中

一
成

委
員

長
／

辻
真

理
子

副
委

員
長

／
徳

本
修

司
／

北
村

吉
史

／
井

上
治

夫
／

波
多

野
庇

砂
次

回
は

12
月

１
日

に
お

届
け

し
ま

す
〒

61
8-

85
01

 京
都

府
乙

訓
郡

大
山

崎
町

字
円

明
寺

小
字

夏
目

３
番

地
Te

l　
07

5-
95

6-
21

01
　

Fa
x　

07
5-

95
3-

60
20

討
論

の
内

容
は

、
会

議
録

で
ご

覧
く

だ
さ

い
。（

次
回

定
例

会
の

開
会

日
頃

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。）
　

○
冊

子
で

閲
覧（

閲
覧

場
所

：
役

場
１

階
ロ

ビ
ー

・
役

場
３

階
情

報
公

開
窓

口
・

役
場

４
階

議
会

図
書

室
・

中
央

公
民

館
図

書
室

・
長

寿
苑

）

　
○

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
会

議
録

検
索

シ
ス

テ
ム

で
閲

覧（
こ

ち
ら

か
ら

→
）


